
ファゴットのおはなし 

オーケストラを三倍楽しく！ 

 



１．オーケストラの編成 

             木管楽器―フルート、オーボエ、クラリネット、ファゴット 

管楽器 

          金管楽器―ホルン、トランペット、トロンボーン、テューバ 

 

             弦楽器―ヴァイオリン（2群）―ヴィオラーセローコントラバス 

弦楽器 

             発弦楽器―ハープ、マンドリン 

 

打楽器   ティンパニ（2個～6個）、太鼓（大・小）、木琴・鐘・鞭・ピアノ 

 



オーケストラの全景 
（大阪府医師会フィルハーモニー） 



オーケストラの配置 



２.木管楽器各種 
2-1.フルート  

 
 
 
 
 
 
 
       
 

              ● ビゼー作曲「アルルの女」組曲から 
                                   メヌエット        音例１ 



2-2.オーボエ 
（イングリッシュホルン）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 チャイコフスキー作曲「白鳥の湖」組曲より情景        音例２ 
 

 ドボラーク作曲「交響曲第９番『新世界より』」より     音例３ 

 



 
２－３．クラリネット 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 モーツァルト作曲「クラリネット協奏曲」より 第2楽章 音例４ 



オーボエ と クラリネットの構造 

オーボエ クラリネット 

オーボエの断面図 

内側の形状：円錐形 



ファゴットの音域 



ファゴットの音例 

 ビゼー作曲「カルメン」第1組曲より 

                              「アルカラの竜騎兵」 
 

プロコフィエフ作曲  

              交響的物語「ピーターと狼」より  

                                  ＜おじいさん役＞  



木管比較 

フルート オーボエ クラリエット 

ファゴット 



木管楽器の配置 

クラリネット ファゴット 

オーボエ フルート 



３．オーケストラの中のファゴット 

「運命」交響曲 第一楽章 
             冒頭部分の総譜 



「運命」交響曲 
総譜の続き 



「運命」交響曲の楽器使用頻度 

「運命」交響曲の楽器出現小節数 

ベートーヴェン作曲 交響曲第５番「運命」 ハ短調 作品６７  



ファゴットの構造 

分解写真 



ファゴットの各部位  

ファゴットの親指用キー 



ファゴットの活躍 
 （１）通奏低音として（バロック時代） 

 低音の補強 

     ヘンデル作曲 

        「2本のオーボエと通奏低音のためのトリオソナタ」より        

                             第1・４楽章 

 

 独立したソロ楽器として（ヴィヴァルディの恋） 

     ヴィヴァルディ作曲 

    「ファゴット協奏曲」 ホ短調より     第1楽章   

 
 



ファゴットの活躍 

 （2）中音域の魅力（古典派時代） 
 歯切れの良いリズム 

      モーツァルト作曲「交響曲第３８番『プラハ』」より 

                       第３楽章 

 

 荘厳な響き 

      ベートーヴェン作曲「交響曲第９番『合唱付き』」より 

                           第３楽章 
 



ファゴットの活躍 

 （3）低音域の魅力（国民学派時代） 
 軽やかなリズム 

      チャイコフスキー作曲バレー組曲 

                   「白鳥の湖」より  4羽の白鳥の踊り 

 

 苦渋の呻き 

      チャイコフスキー作曲「交響曲第6番『悲愴』」より 

                        第1楽章冒頭 
 



ファゴットの活躍 

 （4）中低音の魅力（後期ロマン派時代） 
 穏やかな歩み 

      マーラー作曲交響曲第1番「巨人」より 第3楽章 

 

 (5）高音域の魅力（原始主義・新古典主義時代） 
 悲鳴に近い叫び 

      ストラビンスキー作曲「バレー組曲第6番 

                     『春の祭典』」より  第1部大地礼賛 序曲 
 


